
アンケート結果（会場参加） 

回収率   ８５％（４６名/５４名） 

１ このセミナーを何で知りましたか 

① チラシ７名（各市町村、音成先生 ） ② 校区コミセン７名  ③ 知人・友人１７名  

④ SNS ０名 ⑤新聞記事（西日本４名・読売１名・朝日１名・ドリームス FM ０名） 

⑤ キャラバンメイト３名 ⑥ その他６名（民生委員会議２、みやま市地域包括、介護福祉協議会）                         

 

２ 第 1部 矢吹先生のオンライン講演について 

① とてもよかった１６名②分かりやすかった２８名③よくわからない０④もっと詳しく聞きたい０ 

 ご意見➡周りに認知症を隠すようにしてある人がいる。年齢や趣味・アプローチや経験が多様化して

いる中で、水平の関係というのは難しいと思うので、この事でもう少し丁寧に説明してくだされば

と思いました。サロンと認知症の違いが分かった。必要性をとても感じたが、一歩は出ない。 

  改めて認知症カフェの重要性を考える機会になりました。仕事上でも利用できる方があればおすす

めしていきたい。認知症カフェの必要性が理解できた。昨年も受講しましたが今回はとても分かり

やすかったです。丁寧にご説明を頂き参考になりました。具体的な内容もあり良かったと思いまし

た。語り合う事が大切と言われたけど、相手のお話をじっくり聞くことが大事だと思った。 

  認知症カフェのあり方が良くわかりました。概要と理念がわかりました。認知症カフェは手段とい

う事で目的を確認いたします。 

 

３ 第 2部 住民型認知症カフェをつくろう（運営事例と開設講座紹介）について 

① よく理解できた１６名②まあまあ理解できた２９名③むずかしかった１名④その他０名 

 ご意見➡音成先生の認知症に捕らわれない取組が広がっていけばいいなと思いました。もう少し   

  詳しく聞きたかったが、時間がとても短く残念です。久留米で認知症カフェの設置を促していく、

認知症のある方やその家族を支えていく地域づくりが、少しずつ前進している事を知ることができ

ました、頼もしく感じました。私達も今住民型認知症カフェを立ち上げようとしています。 

地域との関わり方が難しい。まだまだ地域では認知症カフェの理解が得られていません。 

これからです。事例もあり分かり易かった。具体的な話がもう少し聞きたかった。活動の内容など

が詳しく知りたかった。スタッフの皆様お疲れさまでした。津福校区１１月～しらとりカフェ開設

されるとの事、各校区も考慮されたら、校区の近くにあれば皆様助かるのでは。 

時間が少なくてもう少し深く聞きたかった。行政の力を借りて行う事が大事だと思う。多くの課題

をクリアして開設にこぎつけたい。 

 



４ 住民型認知症カフェの開設講座（５回）を受けたいですか。 

 ①ぜひ受けたい３名 ②受けてみたい１２名 ③検討したい１５名 ④考えていない１３名 

 ご意見➡１１月からの講座の時間帯や同地域の方を知りたい。久留米市民ではなくてもよいのか 

  開設したらボランティアの参加。矢吹先生と広める会の内容に差を感じました(無理をしない) 

  久留米ではないのでと考える（小郡市）。市内ではないので参加できません。収益的側面を考えた上

で、検討したい。１０月から開設予定！４月より開設予定でしたがコロナ禍でできていません 

 （筑前町） 

 

５ 今日のセミナーに対する全体的なご意見・ご質問・ご提案など 

 民生委員との連携は？・急ぎすぎでは？・カフェとして成り立っていく為には、場所・お金等かなり

難しそう。サロンとかぶる所があるのでもう少し考えたい。取組姿勢が素晴らしいと思います 

「住民型」という主張の意図がとても分かりやすかったです。とても慌ただしく初心者の人間にとって

は完全に理解する事が出来なかった。今後益々認知症カフェの需要は増していくと思います。 

この取り組みがもっと広がっていくことを期待しています。“住民主体型”とはとてもよいこだわりだ

と思います。微力ながら何かお手伝いできる事があればいつでもお声かけ下さい。頑張ってください、

有難うございました。いつ自分も認知症になるかも知れないと思い、住民の方のお役にたてたらとて

も素晴らしい人生になると思います。本日は大変役に立ちました。 

住民型認知症カフェの必要性は良くわかり益々カフェの立ち上げに熱意が湧いてきました。利用者の

数は、何人ぐらいが適当なのですか。 

 認知症カフェという言葉を初めて聞いたので、少し理解ができました。勉強になりました。自分自身

の問題として考えるとすごく理解できます。住民型認知症カフェの開設の重要性を認識しました。 

 開設講座を受講することで、『認知症カフェ』という称号（商号？）を使うことが出来るのですか 

 認知症カフェの全国や地域での取組状況が理解できました。このコロナ禍、良く１００名余の方々が 

 集まって、最後まで熱心に受講されました。 

 

６ お答えくだされば幸いです 

① 男性 １３名（３０％）・女性 ３１名（７０％）・どちらでもない０名    

② 年齢：４０歳代 ７名、５０歳代 ５名、６０歳代 １１名、７０歳代 １２名、８０歳代 ６名  

① お住まい：津福３名、城島２名、日吉２名、三潴・小森野・国分・善導寺・京町・大石・篠山・ 

南薫・金丸各１名  久留米市のみ記載１５名 

 

 


